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を息鼻の長匪姓滋気鋭斉ヒり葵有注各の単称まi/Lル ル尤合物ヒかロジウム･テトラポラ

イド掌に耶 消 強と無象両面に互害凍加匝帯鋸 よりほliLgBら如 意,た｡こ｡後り
滋催逆位射沖で座､弟i簸イオン上り巌泉モーメントこ遜色峯も払う豊頬壇洩りよ電子

が主として絶品青息槻 如､ら非蛍に針灘 互嘩 持轟ばれて､､舌 ｡ t.こSか､これらり
三hJlヒ息物産/Ta尊卑とは恥 ク､ISlじグ JL-プに為す5電与轟 で々感性と審長峯と(l深く関
れ て､､3如 敵 尊卑が考の後次々 tこ鮒 か･)寵題を呼L7tLい5.この新しいカテゴリ
ーの磁性海亀を断 は､U｡Fe,UPt3峯の丸さなスト ナー係数(JS之4)を簿っ智東落
体と､高温で史観 黒鯛 勢いを希し低温のコート レンLa･止農林箆中で慮低量とるS

Ce.〔uユSilとUBe.3り二つe?ゲJL:プかあさ｡このいずれ'?ゲJL-プ媚 亀旦錬る
f電与U嫡 子とり廉い軍摩摘五筒 を通して超低量に離 し､玖下｡例や 竜倉か5
動)確練り矧え尊倦ヒ摘 草に雛 ,た馳 互各っ｡膝に覇為の副え重体では､BCS旦
Q)シンゲレット吋アリングでなく卜)プレソトベアリンrウ銅を低量樹 され巷めて-3物
翫 あ急,高温東泉馳 略導体につ､､て臥 ヒ4)よう1こしてコーヒーレー/トを近藤粗 こ
くり 鼓に避息尋収監に恵那 3のかを究噴す3ことj髄 補 盲が､我々はCeCu2=Sil
っ-､てtiり健 捗々聖書o)大きな錦 触 鴫 産はや金に鞠 ､ヾ牌こ

ttうTtt.か ､竜90)もラクダ.)ゼ弓ヨン lこよ,てこり鞄 盲薄緑 してきた｡ここ?棉

lこ

高最良離紐妃藍勘 こつ､､て輯 芝の一線昇任il紹し､tiんからGCuiSi声つ､､て裁句
最ko)麓果鯛 単に等捲する｡
〔ecuiS･tiとUBet-の苛虚車は恵温(Tと100K)で､ktトウイえ頼こ鑑い､CeヒUの序数は
細 誉れ3価と掩 lこ近く幣適地 )一息喪舟各4､か 伽′-Sokで為 3 . いT九0滴 も
尭漬(p)も偲釦 膚押 fこ増郎 3万摩音遠来食 金 納蹄示す叫T俵を催はか ､. こぅ

号諾 雷監 禁 竃 孟宗号漂 詣 忘言霊記 譜 Lゞll£禁 13t9_P漂
荘亀 への恵肇も真珠す急｡そして餌 低温(絢 芝丸0.6′0.B組 )で艶 鼻t-を5かぎぅ
竜離 亙虜拍 Pは甜 Tに比倒して赦 し､伽 息濃緑 薩蕎7･.Lれ 哨醜 さJLS
丁場溶性 はを-ようで銅 ｡更はGCutSことのPm軸線摘 IOOkヒ20抱 く(-JltJな
ど-クかあるか 覇者は射精散乱で決定された絶品嵐 こよさエネルギー卑rLlこ賂 Ll
n も.Lかし後者92DK丘虜d)ピーク1才融 t:泉く偉落し､ピーク摘 たま､､Ttu上且っ

確 (こβかit減少射妻料もあき｡後硝朗も確I二､-&11はこっピークは -碍 中憤 且
Ttt掛乙峯Iこ鰯 すうこtA苓臥したo覚 って二つ梱由はこo)賂領Iこもl月 商最速 .L巌性り
鮭 を牽酎 3iTLt一つ0)食尊意研 ントf･あ調えに思わdL3,｡
泡lt.こ帰 り斬しい紛え蔓隼7･扶 て痛 朝食貴か紬 恵与領阜o)釣ユ00住も為る
食い71ルミ粒与鴫 侍史 潤 く姉 っていることとも†儲寺､一再 濁単に留分73｡
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密与比重5)楚友好刺定数Tfま放り鳥動を丘森泉翻律動 -jL5<句者t-も密射 J舟 k之
である｡慶伍尊お穆臭で･摘鉄症 雄 C摘丸さ-かAC/rTL郁 BCS王晴 嵐1.ASに
非軌 こ血い.CeC
Tcで･つ立上かけ
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摘 草研 き駁 尊鴇胤 ti平穏考凝離 郵Hc拘9
蛸 敬 190′260純正?t非恥入きいこヒTt句為 ｡ こう

嵐は卑見都lvLナLJL,摘 っ弛 む-6oHoe/k)の数億にあたS｡ヌ､OoKで卯cl単
組 ti丸 鋸 oJLooKDe_lL･､伐久下と-う懲節 線 を蕗っ駄 最強とL袖 桁外れ
た高 い ｡ もしこり食り鹿イ乙専断 Itby･10組 くりもっか旦何オ仙才一的 HcZ(0壇･････七
単鮎 准冷して竜､これら句巌伍息偽蚤且か馳 寧蜘fかクで･なく克郎輝度旦ちも
尊卑を患最適 ,ていもことオ甥 帝さ掃 う.音節はここtd硝 魯す3かこの軌ミ大き､､

dHe卸 の嵐を簿っ噺己導体姉Cbl0)を養蜂軌こ更♪高4)5ヒは.ウラン絹 訂童､､元煮立食
む鈎笹¢オオ壇してい3号･あうう｡ではTc_左遷の3ヒはと､うすれ_ばよ､､でわ うれ 粗
上り薙痛伝尊と再 90)o付 し滝あれ も日的 本でそいたわ､tl･Lを/汚 x一夕も
DPi7Mt･S亡鋤 きか≠指 針蟻 .L､､かますとLJAえ:ず丘最R Q)患い量りと日蕗†付きで･
あうう｡こJtち棄超私尊体り獣常夜身性持催釆りkq･LLは少し畢モクi嵐っ動こ本官i絶
間笹もせんtt･いる確に思わdt3の7L､茨下lこれ 嘗しく観等すa｡USE.,吐触 気息ヒ有恵
も恵の組合功ヒt･､､う予備もあ')q勺物琴隻オ戦野夜存触 こついては溝だ余り償 い ､こと

明 ら律 を､､｡ しかしCtC叱Siと｡敵 は与り紛え嵐草加 発最名句からYの嵐､､翻
杏像が鶴 沼o た｡鵜に米､観濠幸作載せ丸亀卑絶品はいず●れ尋常足下壮直伝峯も示さg:
3掛,x上りあたで姓紬 ?毒瓶阜とを滝 .断 て洗沖はltよって敬篭さ4-息勘乙峯か

果LICLaLとSこlq･'止pf'kSt'こ乞食登メ魚卵 憾 ヒエん71恥 約 .号苛用 後うり思勃?
漆史の憂患前後声巧 こ9鴨 に姐 L7d阜たれ 亨畳(こも俄七枚ロシア｡恕蕗に蛋貴さdL

左裾画を早くから八年して-Tlつで東和 や 夕琴か,71｡我与tT鬼才､GIGlヱSL.乙禰鱒 一風
滅相 包i待 CultSS如 鴫 如 れ3直紅 ク､L再 sToicんこOketr}郎 士は dCu
ヒ､､う纏掛魔 境躯 砿 LTLdpこ｡均-厳 守祐 4度吏L実に大きく触 すること
もっきヒd)た｡側かt-CkU釣相好かまくな3とTLkO･gkかうo･07次下!こ急覇 3 ｡

こうし七鮎 は守もj絹 逢されたGLL2:SL2_ヒ如 3データゥ/でラtyキ巧痛宙を掌り薗嘉､
特噛 9馳 微掩 ズレた破調 C'7-誘3と奪帝L左｡そしてこり畠鍬こ暴き､蝦 を
釧 現 職 す3こと,こよって勘と尊を豪耶蹄 と邑う甘左､､錦 を繊 し.TL筈と催ク
/lOうX一夕ヒ欄 ぬ線 を乾すこ- した｡電脚 ′比塾,草凄牽刺餌 よ,tcは ずに
得抽 た主な備軸 か膏J噂 鍵東急｡
Li)着む も巨離我の必 般 虜7L･67ピ-クは置危尊を涼†竜料 (こは存在Lをい｡
(1)直敵壱岐 1こよ3竜o)と級 さ机 t､る比象り3Kもくo)大きをピークも艶 尊と
未了竜圃 kはない.

(3)帯滋辛り雛 腹(裾ktlJ-･71え割からクズ刷 k竜 この両名症 絶 息
かあ急 ｡

ytLiり三臭臥､愚息粗 品経 ,て観山艇 九線 戯巨象tこかナ3大きな奏す性と冬め也
この恵舷 車軸腐 食左費即 急うむで観 7･mlAk思わ鵬 .
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1又上欄 (こ､嘉鑑定連農掛云崖鐘は勘払 RlQ)両面から非常に繁吹あ3新し､､産唇真冬
であ3か､貴だ教卒くり簸Lい鶴 か菟きれ:7い急 ｡鬼丁"こ9食りgL伝鼻隼を数多く釘寸
サ致し乞う薦像も鮭吏す3ことか書斎で担 う｡

この戊鵜と書く虹またt)､危CulSk｡ネ憂患≠し9臓 し7下さった 庖在武野､

大島誘え･痩明二蔑鋸こ患靭鼓します｡
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